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 東京電力(株)福島第一原子力発電所事故より4年が経過し、周辺地域において農業
を再開させる際に、農業用ため池底に蓄積している放射性セシウムの濃度及び分布の
調査が求められている。水底の堆積物中の放射性セシウム濃度の測定にはサンプリン
グが必要であったが、プラスチックシンチレーションファイバー（以下、PSF)を使
用することにより、現場での直接測定を可能とした。 

システム 

これまでの実績と今後の計画 

水底のモニタリング技術 
福島県内のため池への適用 
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概要 

結果や期待される効果 

目的 
 農業用のため池（以下、ため池）
は、最も生活に密着した水系であり、
その水底の放射性セシウムの濃度分
布は福島第一原子力発電所近傍の農
業関係者はもとより、住宅部の住民
からの関心も高くなっている。 
 
 
 
 
 

 
 
 

 自治体等では、発電所事故直後から、精力的に農業用
ため池の水中及び堆積物中の放射性セシウムの調査を
行っているが、福島県内に約3,700か所のため池があるこ
と、池毎に数点のサンプルを採取して評価を行っている
ことから、必ずしも全容の解明には至っていない 1)。 
 また、ため池は貯水量を維持するため、定期的に浚渫
を行っていることから、浚渫後の堆積物の処分を計画す
るために、ため池底全域の放射性セシウムの分布を簡便
に評価できる手法が望まれている。 

☆ 水底の直接測定手法の開発・福島県内のため池への適用 
・福島県内の農地行政への反映 
・住民の帰還や除染に活用 
 
☆ 水底モニタリングの基礎データ取得 
・海洋や湖への応用 
・原子力防災のツール 

[システム開発] 
・PSF及びスペクトロメータの開発 
・計算コードを用いた濃度換算手法の確立 
 
[現場適用試験] 
・H25_JAEAによる手法開発のための試験、福島県による事業開始 
・H26_福島県による大規模事業 
 
[技術移転] 
・H25, 26_水土里ネット福島と技術指導契約 
 
[今後の予定] 
・無人観測船の運用体制構築 
・潜水艇型ROV (Remotely operated vehicle) の現場適用性評価 

水中で使用するPSFやγ線スペクトロメータを開発し、これらの測定値
からため池の放射性物質濃度分布に換算する方法を開発する。 
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堆積物サンプリングとの比較 
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（東海大学との共同研究）

水深100メートルまで
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浚渫範囲 

浚渫前後の測定結果の比較例 
（左：浚渫前 2013/4/4測定，右：浚渫後 2013/5/14測定） 

背景地図は、水土里ネット福島から提供 

無人観測船 
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